
【健康経営戦略マップ】

作成年：2026年7月

目標年：2027年

『社員が長期
にわたって活
躍できる会
社』の実現

健康経営の
目標

「働く人の安全と
健康」の確保は、
企業としての基盤
との考えのもと、
労働災害、交通災
害および疾病の防
止を図り、従業員
の安全と健康を確
保するとともに、
快適な作業環境の
形成に取り組む

（安全・健康宣
言）

健康経営の推進
方針

・発想・行動の原
点を、お客さま
におきます

・先見性と技術力
で、自ら市場を
創造します

・意欲と能力の発
揮を重視し、ひ
とを育てます

・機動的で、活気
にあふれた組織
をめざします

・広い視野で、事
業分野の拡大に
努めます

経営方針

従業員の健康課題

健康投資の効果健康投資

健康上の理由
による

・就業禁止者
率2.6%未満

・勤務制限者
率4.9%未満

健康経営の浸透状況
方針実現のための

体制・環境

健康施策参加者、
新入社員へのアンケート

保険者との連携
健康経営優良法人認定

企業内診療所の運営

健康診断受診率

健康相談件数

健康施策への参加者数

健康教育への参加者数
・事後課題回収率
・アンケート回収率

喫煙ルールの認知度

健康サイトの認知度

診療所の認知度

心理的安全性の向上

ストレスチェック受検率

健康関連の最終的な
目標指標

従業員等の意識変容・
行動変容に関する指標

健康投資施策の取組み
状況に関する指標

アブセンティー
ズムの低減

プレゼンティー
ズムの低減

ワークエンゲー
ジメントの向上

〇こころの健康・・・高ストレス者・高ストレス職場、メンタルヘルス不
調による休業者の低減

〇からだの健康・・・肥満、メタボ、運動習慣なし、適量以上の飲酒、喫
煙者への低減

健康風土の醸成

適切な受療行動ができ
る人の増加

セルフケアへの興味・
関心の向上

健康教育内容の理解度
の向上

適切な治療行動ができ
る人の増加

心身不調による休業率
の減少・再発抑制

適切な就業配慮による
労働環境の確保

疾病の早期発見・早期
治療

高ストレス者・高スト
レス職場率の減少

生活習慣病指標の改善
（睡眠・喫煙・飲酒運動）

ヘルスリテ
ラシーの向上

ストレスチェック
「上司の支援」

総合健康診断

特定保健指導／重症化予防

健康相談（産業医・保健師）

ストレスチェック

対象別健康教育
・女性・シニア・若年
・禁煙・飲酒・高ストレス・睡眠

階層別健康教育
・新入社員・中堅層・管理者層・安全健康推進者

健康づくりチャレンジ活動

睡眠支援

受動喫煙対策（敷地内禁煙）

サポート・組織的
支援（POS)、WSC等

KGI


